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粥
占
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松
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を
歩
く

匝瑳
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松山神社で行われる粥占神事

　

正
月
を
迎
え
各
地
の
神
社
で
は

新
年
な
ら
で
は
の
特
殊
神
事
が
行

わ
れ
ま
す
。
匝
瑳
地
区
に
あ
る
松

山
神
社
の
「
粥
占
神
事
」
も
そ
の

一
つ
で
す
。

　

松
山
神
社
は
８
０
６
年
に
ま
つ

ら
れ
た
と
さ
れ
、
１
０
０
０
年
代

に
は
匝
瑳
郡
内
南
部
地
域
が
熊
野

神
社
（
和
歌
山
県
）
の
領
地
（
荘

園
）
で
あ
っ
た
め
、
熊
野
信
仰
の

拠
点
だ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

荘
園
管
理
の
た
め
紀
州
（
和
歌

山
県
）
か
ら
派
遣
さ
れ
た
湯
浅
氏

な
ど
は
、
荘
園
が
な
く
な
っ
た
の

ち
も
千
葉
氏
と
の
関
係
か
ら
こ
の

神
社
を
支
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
由
緒
あ
る
神
社
だ
っ

た
こ
と
か
ら
天
正
検
地
の
後
、
１

５
９
１
年
に
松
山
村
の
一
部
が
神

社
の
所
領
（
社
領
10
石
）
と
し
て

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

神
社
周
辺
の
村
人
は

江
戸
時
代
、
神
社
所

有
の
田
畑
を
耕
作
す

る
な
ど
神
社
と
と
も

に
生
き
て
き
ま
し
た
。

当
時
か
ら
松
山
権
現
、

松
山
大
明
神
、
春
日

大
明
神
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
時
代
に
「
松
山

神
社
」
と
な
り
ま
し

た
。

　

１
９
８
４
（
昭
和

59
）
年
に
千
葉
県
神

社
庁
特
殊
神
事
編
纂

委
員
会
が
刊
行
し
た

『
房
総
の
祭
事
』に
は
、

松
山
神
社
の
「
粥
占
（
夕
膳
祭
）」

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
14
日
の
夕
方
か
ら
当
番

の
家
で
米
と
小
豆
を
混
ぜ
釜
で
た

き
、
そ
の
中
に
宮
司
が
準
備
し
た

一
握
り
ほ
ど
の
長
さ
の
竹
筒
52
本

を
入
れ
ま
す
。
15
日
の
早
朝
、
神

社
の
神
前
に
釜
ご
と
持
参
し
、
当

番
が
竹
筒
を
割
り
、
宮
司
は
竹
筒

の
中
の
粥
と
小
豆
の
入
り
具
合
に

よ
っ
て
吉
凶
を
判
断
し
神
事
目
録

に
記
載
し
ま
す
。
占
う
も
の
は
、

五
穀
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
、

民
生
の
こ
と
、
３
月
か
ら
９
月
ま

で
の
日
照
り
、
雨
水
、
風
量
の
多

少
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
神
占
は
、
菅
粥
、
筒

粥
神
事
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
県
内

17
か
所
の
神
社
で
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
『
房
総
の
祭
事
』
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
山
神
社
に
は
１
７
５
２
年
の

「
神
社
年
中
祭
事
社
用
帳
」
が
伝

わ
り
、
元
日
か
ら
大
晦
日
ま
で
の

行
事
と
役
割
を
担
う
村
人
の
名
前

や
七
つ
の
寺
院
名
が
詳
し
く
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
録
で
確
か
な
よ
う
に
２

６
０
年
以
上
続
い
て
い
る
「
粥
占

神
事
」。
今
年
は
ど
の
よ
う
な
吉

凶
が
占
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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ん

ゆ
う
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ん
さ
い

し
ん
せ
ん

す
げ
が
ゆ

つ
つ

が
ゆ

お
お
み
そ
か

し
ょ
う

え
ん

川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

珈
琲
の
焙
煎
香
る
寅
彦
忌 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

冬
木
立
父
の
肉
声
知
ら
ざ
り
し 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

風
の
夜
の
明
け
て
冬
木
と
な
り
に
け
り 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

冬
竹
の
直
ぐ
な
る
節
を
笛
に
せ
ん 

八
日
市
場
イ　

椎
名　

貴
寿

は
る
か
な
る
里
に
棚
引
く
冬
霞 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

山
は
地
の
乳
房
な
り
け
り
寒
昴 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

枯
蟷
螂
鎌
の
ス
ロ
ー
に
動
き
け
り 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

農
道
を
義
姉
と
散
歩
の
秋
ぬ
く
し 

堀　

川　
　
　

高
野　
　

操

芋
を
干
し
心
を
干
し
て
冬
日
和 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

来
年
の
夢
を
語
っ
て
紅
白
見 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

歳
末
に
善
意
を
願
う
募
金
箱 

八
日
市
場
ホ　

鎌
形
ミ
ツ
エ

歳
末
の
最
後
の
仕
上
げ
大
掃
除 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

大
掃
除
次
ぎ
の
芽
を
待
つ
寒
椿 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

一
年
が
無
事
で
あ
っ
た
と
す
る
感
謝 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

年
の
瀬
は
財
布
の
金
も
急
ぎ
足 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

年
の
瀬
に
来
る
年
こ
そ
は
幸
あ
れ
と 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

新
巻
き
は
歳
暮
の
旅
に
疲
れ
果
て 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

還
暦
過
ぎ
喜
寿
に
む
か
い
つ
ギ
ヤ
ー
入
れ
て 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

小規模事業者などのための
税理士による無料申告相談会
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